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克疫血清を作用せしめた Toxoplasma

虫体の細胞化学的検討
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緒言

Toxoplasma gondzi"は，最初に Nicolle& Manceaux 

(Hl08）により北阿 Tunisて詔酎類の一種 Ctenoぬcty-

lus gondiiから発見されて以来，その後，各種動物聞

に広く分布している事が知られ今日に至っている。

Toxoplasmosis の診断は勿論虫休の証明によって確実

化されるが，をの血清学的診断に別しては色素試験，補体

結合反応、等が広く利用され，就中，Hl48年 Sabin& Fel-

dmanの発表した Dye-testは比較的簡単に実施され，

Toxoplasmosisに相当高い特異性を有するととろから

今日盛んに用いられているc一部その特異性に就いて疑

いを持つ人々もあるが， Trichomonas,Trypanosomai 

Dye-testを行った阿部(1956,1957)は，その特異性を

強調している。

Dye-testの最も重要な部牙を占むる免疫血清作用に

よる虫体の色素不染性の成立に関しては，未だ，その木

態は不明の点も多く僅かに Bringman& Holz(1953～4) 

が電子顕微鏡て，LeIOnget Desmonts (1951）が位伺

差顕微鏡て追求観察しその所見を記述するに過ぎない。

私は Sabin& Feldmanの原法に準Uて， 虫体に漣

康人血清 Accessoryfactor （以下A.f.と略〉存在下て、

免疫血清を作用せしめ種々の細胞化学的検索を行ったの

で此処に報告する。

実験材料及び方法

染色に際し使用せる虫体はマワス腹腔継代接種後3日

目の腹水中に含まれる Rh株虫体である。Sabin& Feld-

manによれば，との時期に於てはぷだ宿主の抗体産生

は発現せず従って虫体は免疫の作用を蒙っていないと見

る可きであって，そのために特にζの時期の虫体を選ん
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だわけである。

免疫血清は Cutchins他 (1956）の formaldehyd・ki・

lled vaccineの方法に準じて Rh株て免疫されたモルモ

ットの心採血による血清を用いた。即－；，数匹の感染マ

ウス腹水を生理的食塩水て稀釈採取し，その後，生理的食

塩水て2回遠沈洗糠し，沈涯に 0.:.'. % formaldehyd-

生理的食息水溶液を加え30.000×10'/mlの虫体を合仕

様に標準の血球計算盤て算定調整し，5°0氷室中に一週

間保存後その 0.2～0.3ml （虫体数約 6.000～9.000×

10＇）をモルモットの背部皮内に接種した。一週間後に概

部には姉皮形成をみる。

Cutchinsの実験と同様に接種モルモッ トのDye-test

抗体は早期に現われ急激に上昇し 4週で少くとも 1: 64 

6週て多くの場合1: 256に達した。すべての動物は顕

性感染を起きなかった。次後の実験に際しては，常に1

: 64～1 : 256の血清を使用した。

A.f.は，をの都度採血せる健康人新鮮血清を用いた。

塗抹標本作成に用いた虫体浮説液は.Rh株虫俸に略

0.2mlの A.f.を加え，更に同量の免疫血清を添加し

たもので，とれを37°01時間加湿後カバーグラスに薄く

塗抹し未だ乾燥せざる時に湿性固定して種々の染色を行

った。

対照として感染マウスの腹水を37°01時間加温し塗抹

染色した。そのタトにマウス腹水中の虫体を採取後直ちに

染色した標本 〈腹水塗抹標本〉も併せて検査した。

染色方法

DNAはホルマリン接衡液（pH7 .0）にて湿性固定後，

pH 3.8～4.0の Schiff.民試薬に24時間浸潰した。 RN

Aは pyronin・methylgreen染色を用い純アルコールて

回定した。多糖類はホルマリン緩衡液固定後，Hothkiss

McManus (1948）の過沃度酸 Schiff氏反応を用いた。

フオスフアターゼく以下フオスと略〉はアルカリ性，酸

性共 Gomeri(1949）の変法を用い，アセトンーアノレコ
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ール同量液て固定し1b'l空として β．グリセロ燐酸ソーダ

溶液を両者共に用いた口 ぞーの際常；こアノレカリては pH

9.2～9.4，駿性ては pH4.6～4.8てあと様調整し

，こ。鍍銀染色は，Romanes(1950）の方法により Bo凶n

氏液 （飽和ピクリン酸80，酷酸5'40%ホルマリン15が

最適〉て、湿性固定後， 70~6アルコール20分毎 3 回通し水

洗に続いて硝酸銀波を水酸化アンモエウム溶液て pH

7.8に調整37°048時間浸潰し，ハイドロキノン，塩化金

蔭駿，そしてハイポφ各溶液を通した。蛋自民の染色は

Mazia (1953）の昇京B-P-B法を用い，その際試薬中

に室温て155子間投入後， 0.5%酷酸て約8分間脱色し褐

色のものがi'J堕色を黒するに至って水洗鏡！会した。

結果及び観察所見

( 1) DNA.対照ではDNA陽性部牙は核のみで，

恰全大小不同の穎粒を述らいた念珠様の環状を示し，を

の中心部は不染性て明るく抜けて見えるく附図Iの1)。

免疫血清根本（以下免血と略〕では，核の念珠様頼粒は

幾牙大小不規則て周囲との境界は余り明瞭でなく核自体

が膨大せる如く認められ中心部は不明瞭のものもある。

極く少数の虫体ては原形質に軽度の陽性反応が見られ虫

体の周辺部．殊に両端に，叉は岐に接する部に認められ

た 〔附図Iの2）。原形質のライトグリ ーン染色性には

差はなかった。

(2) RNA.対照てはRNA陽性部牙は核以外の原

形質lこ現われるが，殊：こ核周問，辺禄の一部は強陽性を

呈し，両端部は屡々反応、は弱く一見原形質は不平等に見

え，核そのもの，RO!>Crossの云う nuclearmatrixと

忠われる部分が明らかである。少数の虫（$て、は核の中心

．部：ζ赤し、小点状の強陽性物質な認める。屡々阿部(1955)

の記載せる如き協定の陰性帯状防活，叉は原形質を縦に

走る非染性部号が認めら札たく附図Iの3）。免血ては

原形質は対照程強／反応せず一般に弱く不平等で前述の

杭造物質の右：在は見ιれる事は殆んどだく，核の中心部
の陽性物質も少なかった。 nuclearmatrixと忠われ令

部分も明瞭てはない L附図Iの4)。

〔3）多糖類．腹水塗抹標本てはグリコーゲンは虫体

の鋭端部にルビ一様に輝く 2～3ケの願粒とじて存江

し，その他屡々核の周囲， 虫俸の辺縁にも認められる

（附図Iの5）。免血と対照ら聞に大した変化は認めら

れなかったが，腹水塗抹根本よりもグリコーゲンは若干

減少している様に忠わ九た （附図Iの6）。

( 4）酵京，特にァオスフアターゼに就いて。

フオス反応は酸性，アルカリ性共に差はなかったが腹

〔寄生虫学雑誌・第 7巻 ・第 1号

水塗抹標本〈附図Iのりに比較すると対照，免血共：こ

？？干反応、は弱い様である。即ち，反応は辛うじて虫体周

辺部に淡褐色に判別出来る程度て核の周囲には見られず

（附図Iの8），それも必ずしも全部の虫体に見られな

し、概して陽性と判定し難い不明瞭の事が多かった。

( 5 ） ~1~銀． 対照と免血の問に差異は見ら札ず， 同様

に腹水塗抹根本も同所兄を呈したU この染色法ては種々

の構造が観察されたので詳述する。陽性反応は濃紫乃至

黒紫色:rr呈する。

遊離虫体： 静止期と忠われる半月形乃至孤状虫体の核

は愉廓は明瞭ゼ頼粒性塊状として波染し屡々中心部の反

応は弱い。との小俸は実際は核仁に相当するzものであろ

う。その核仁の周辺部には Crossの云う nuclearma-

trixと忠われる比較的反応の弱い辺縁不正形の茄：状部

分が多くの虫体に見られる（附図Iの11心 。原形質て

特記すべき所見は鋭端極より 虫悼の両縁を縁取るよう

にして鈍端極Jこ向い虫体の約1/3位迄次第に細くなる境界

明瞭な二条の強陽性物質があるζ とてく附図IのlL II 

の1b），時には半月状として観察される事もある。屡

々ζの二条の陽性物l'11J_の中心に虫体の長軸l’こ沿って鋭端

極より該に向って走る［電線陪造が見られ（附図Iの11b 

Eの2), その先端は核と述なる様に観察さj’しるものも

ゐってく附図Iの11h）， 設染せる時は之等の8本の黒

線がフオーク状に配列している。その中央のUl線陥造に

沿って細い非染性部牙が兄られることがあって，その鋭

端極部は外界と解放せる如く認められる不もあった（向

上f）。核より鈍端極にかけては概して無防造の如くで

ある。

分裂！羽乃至成熟期と忠われる球形？と近い虫体ては，核

仁周辺部の丑状部分は不明瞭で核は巾手広げて肥大せる

様に兄られ，核と鋭端極の[llJには前者より一層複雑なる

持造が見1j;/L心（向上c.d, e）。鋭端極は丸味士帯び

ているために二条の辺絞陽性構造の岐点は不明瞭で半月

状に認められ，一見鈍端極の如きであり，体の中軸：こ沿

った[LE線tli1目立も太＜ 2ケの虫俸の融合せる様に見ら,r.'

屡々核は肥大せる様：こ見え，その為主irr端極は一層膨大し

ている（附図Eの1b}, 原形質：こは＇1＇静止期虫俸よりよ O

溝の様に見える非染性的造の観察さ札る事が多い（附図

Iの11d, e）。之は 2核の虫体ては各々の核から 1A>:ず

つt-11，ているのも認められた。介裂l立1)rjの虫俸て、は核は明

瞭に2ケて、鋭端極は縦牙裂を始めているのて上述の思染

の部牙はW字形を示している （附図Eの5）。之は Put-

vertaft (1954）が Serum・agarcultureの際記述せる

( 62 ) 
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ものと一致する。

細胞内虫体：宿主細胞原形質には空胞が形成されその

中に虫俸が入っている。虫体は初め円形て中央に丸味を：

枯Ut".：：.弱陽性反応、を呈する核がある。虫体はその後すf・

7て縦分裂して 2ケの虫俸は平行し℃並ぶ（附図Eの4)。

をの際，鋭端と忠、わjLる極には遊離虫体に比して弱い不

鮮明の反応、が現われ漸次強くなり遂には遊離虫体と同程

度の二条の辺緑構造を発現する。原形質は全く均等で何

らの反応も見らJしず無構造の様て為る。

寄生細胞内の空胞の数は一定せず小さい細胞では1ケ．

大きなものでは数ケ見られる。各空胞中の虫俸は同一細

胞内ては略々同じ発育時期を示す場合が多く（附図Eの

3）， ーケの空胞中の虫体はすべて 2ケてある。牙裂は

Cross 0949) , Pulvertaft (1954) , Chemin (1957) 

の観察：主る如ベ縦分裂である。

(6）昇京B-P-B法.ffi円質の存在は全て青藍色に

反応し，高濃度部分ては赤藍色を呈すると云う。対照及

び腹水塗抹原木ては均等に反応する~jJ藍色の視野 L血清

及び腹水中¢蛋白質の反応、によと〉に，虫体はそれより僅

かに強く反応する。遊離虫俸の核は穎粒性塊状に強く現

われ，大部牙の虫俸の nuclearmatrixは量状に弱反応を

呈するが mediumの反応に復われて不明瞭のこともち

る。原形質ては虫体辺縁部及核周囲の一部は僅かに反応、

は強いが一般に核より弱く一見不平等に認められ，RN

A，鍍銀で観察された如き椛造も見られるが余り明らか

ではない（附図Eの6）。好裂期乃至成熟期虫俸の反応

は一般に弱い様に思わ？，核と原形質は同じ程度の反応、

て核周囲佐状部及種々の陥迂〆不明瞭で虫体は無情造－：こ

見える。

免血ては原形質の防造物質じ：明瞭に判別し難く，一様

に不平等の反応として観察さl.Lるが対照よりも弱い様て

ある。核も対照より弱く見える。

宿主細1包の伎は頼粒状：こ強く，原形質は弱く不均等で

空胞は白く非染性て，核と原形'flの区別の出来ない程強

陽性反応、を呈する虫体が見られる。分裂後も虫俸は同じ

反応て、，遊離虫体より反応、は強いυ 分裂は縦分裂によっ

て行われ，それによって生じた2個の虫体は平行して位

置しているが，時には数個の虫体がその一端全集合せし

よ’ Rosetteち形成せるのを観察した〈附図Eの7)。

宿主細胞中の Rosetteは Cheminも rollertube cul-

tureによる皐丸組織内に認沖ている。

考按並びに総括

1948年に新しい免疫現象を報告せる際 Sabin& Fel-
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dmanは生存虫体の原形質は塩基性Methylenblueに大

きな親和力を有するが，抗体の作用を受けた虫体は易熱

性抗トキソプラズマ因子を持，でない人叉はマウスの健成

血清中の Complement-likeA.f.の存在により親和力は

失わJ.l，原形質は染色性三失う，と記放し，人，動物，烏は

感染すると Cytoplasma-modifiningantibodyを現わす

と云って，居る。此の現象主説明する場合には，虫｛本の染

色性の妨げられるのは抗原抗体層が出来るためか，或は

それ以外の作用機転によるかが問題であると述べ，彼等

はその機転について特異抗体と著明に結合した A.f.が

虫体に働いた後にのみ色素に対する正常の親和性主失う

程原形質の構造上に変化が起り染まらないのでおると強

調し，それにも拘らずchromatinが染まる；＇］ Jは虫体の表

面ピ色素を通さない膜が出来るとか云う解釈はうなずけ

ないと云っている。そして尚 Sabinは，色点に対する

虫体原形質の親和性は生命のわる事の指標にはならない

が，その喪失は死の指標になるとし，抗体の作用した虫

体の死をも暗示している。原形質の品＇(j造上の変化に就い
て，Bringman& Holz ( 1953）は免疫血清作用虫体を

む子顕微鏡て観察し，原形質の好塩基性の消失に平行し

て或種の物質の消失を明瞭に認めた。彼等：はこの物質を

核酸殊にRNAてあると考え，それが分解され且同時に

溶出するものであるとし，CytoplasmicRN A代謝の平

衡のべづれる為に好塩基性が失われとと推論してしる。

私の実験ても，免疫血清の作用により RNAの反応所見

に多少の変化が凡ら札／とが，之は Bringman& Holzの

推論を袋書きしているように見える。 Lelonget Desm-

onts ( 1951）は位相左顕微託て観察し，免疫血ir!l作用虫

体は染色性減退と一致して不働性となり， Toxoplasma

特有の屈折性の消失と組大原粒防造を認めている。柴谷

(1956）によれば細胞が死Jむと核は穂々の形態学像を示

してflfl捜し，その際或時は好塩基性之失うく核融解〉が，
之は核酸の消失；こよるものに違いないとし，叉或時は好

塩基性の強いかたまりになるけ亥設縮〉が，之は非ヒス

トン型蛋白の分解とWJ係していると仮定i'Jj来るかも知れ
ないと云っている。我々が色素試験を行う場合虫体原形

nが抗体作用主支・けない時は好塩基性であり，受寸ると
好塩基性を失ってしまう;JJは衆知の事実てらる。私の認

めた原形質のRNAの不平等の~~lρ反応、は Bringman & 

Holzの観察した RNA代謝異常によと RNAO)分解湾

出に起因するものと忠われ，このことは抗俸作用の結果

と推測される。叉，色素試験の際，抗俸作用虫体の核は

屡々形が不正になり chromatin拡色素に強く染まとが

( 63 ) 
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作用を受けない核は円)Tfaて不染性である。これは柴谷の

云う核濃縮像と忠われ， Lelonget Desmontsも位和差

て頼粒の祁薄化した核の委縮を見ている。故にその時核

に含まれる核蛋白は分解され同時に虫体原形質中に一部

溶出して，それが Feulgen陽性を呈するものであろう

と思われる。

Bringman & Holzは之等の所兄をその他の因子即5

抗生物質を作用せしめた際にも観察して免疫血清の作用

機序に対して特異的てないと述べ，叉 Lelonget Des-

montsも加温によって生ずるかも知れないし或は防腐

剤の添加でも生ずるであろうと述べている。私の実験て

は37°C1時間の加温であるからRNA代謝異常が加温に

よるものでないことは確実である。

寄生原虫類に於げる多糖類の存在意義は早ぐから比較

的よく解明され，そのグリコーゲンは虫体のエネルギー

源となる事が知られている。叉，アオスの存在に関して

も先に Amoebaに，近年 Trichomonas（野村，Hl57),

Toxoplasma（阿部， 1955）に於て報告されている。私の

実験ては対照群と免疫抱清作用群との間にグリコーゲン

フオス共に差は見られずイ室かに腹水塗抹標木にj：七し若干

の反応減退を見た。グリコ」ゲンの対照に於けるとの減

少は37°01時間保存によって，その問にグリコーゲンが

ある程度牙解される為と忠われる。同様にしてフオス

活性度の低下は， 37°C1時間保存中に何等かの原因によ

り或る程度破壌されたためであろう。電子顕微鏡て Bri-

ngman & Holzの認めた mitochondoriaの燐酸増加

もフオス活性低下による燐酸代謝異常の結果てあろう。

中村 (1956）はフオスの細胞機能との関係は今日未だ不

明であり，細胞機能とフオス反応とは必ずしも一致する

とは限らないと推論しているが，Sabinの暗示の如くに

死に値する状態の免疫Jlll清作用虫体ては勿論グリコーゲ

ンの合成は全く行われぬものと思われ同様にフオス活性

低下の招来も否定し得ないて・あろう 3 野村（1957）は Tri

chomonas murisの分裂過程に於てフオス，多糖類，核

酸の三物質はその消長に明らかな関連性を有すると云

い，それ等の現わす現象より細胞内代謝の旺盛なる事を

推論しているが，その逆に私の実験の如くにフオス，グ

リコーゲンの減退，加えてRNA, DNAの代謝異常は

Sabinの暗示の如くに虫体機能の消失が考えられる。

鍍銀に於て最も特有なる所見は，既に阿部も報告した

が，その一端に現われる虫体辺縁に泊、ったご線条であ

り，この反応、は他の如何なる染色泣：によっても訳められ

ない。乙の反応物質は Bringman& Holz (1954）の記
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述せる鋭端梅に形成される Fibrinnetzの部牙に相当し

ている。 Romanes(1950）は神経組織を染色して神経線

絞並ひに核に｜場性反応を認め，叉，馬場(1956）は ηi-

chornonas vaginalisに用いて鞭毛：こ特有の反応、を見てい

るが， Toxoplasmaては多牙 Fibrinnetzが反応して中

央部は薄く両辺縁ては京畳して恰も強い反応として観察

されるのではないかと想像もされる。叉， Bringman& 

Holzは Fibrinnetzに阻まれた鋭端極に ZeJlmund並

びに festsaugenする器官の存在を暗示したが，前述せ

る如く屡々外界と交通ぜる如き非染性部：卦の存在は之を

裏付けるものかも知れない。叉 Crossの Axostyleに

似て命名した Cytostyleに一致する陽性物質が特に介

裂期虫体に多く縦に走って見られたが， Crossの云う鞭

毛は認め得なかった。その他に遊離虫俸ては阿部の鉄へ

マトキシリン標本の如く種々の構造物質〉？と見たが特に分

裂期虫体と思われる卵円形の大形のものに多く見ら l1,

た。之等の構造物質は腹水塗抹生鮮原木ても詳細に観察

すれば一部相当するものが屡々認められる。宿主細胞内

虫体は細胞に侵入直後は Crossの観察の如く円形て核

も円形である。虫悼の升裂に関しては従来種々の説があ

り， その主なるものでは Cross(1947) , Pulvertaft 

(1954）は共に重複感染及び縦分裂を認めているが，前

者は1個の空胞中の虫俸は反復分裂をし遂に pseudocy-

stを形成すると推論し，後者は二分裂後はそれ以上の

新しい虫俸を作らない事を観察している。そして共に

Schizogonyの誤りである事を指適している。 Schizo-

gony v，こ関しては SpJendore(1908, 1909より 引用〉

が観察し報告しているが，今日ては全く否定されて居

り，蛋白質染色の際見られた Rosetteを誤って記載した

ものであろろ。との Rosetteは Chernin& Weller 

(1057)も roller加becultureて見ている。私の観察

てはl個の空胞中には常に 2個以 J::Q)虫俸を認める事は

殆んど無かったが重復感染像としての多数の空胞が1個

の宿主細胞中に共存するζ とは常に見られた。腹水中に

種々の発育時期の虫体の見られるのは宿主細胞が破裂し

て種々の発育時期の虫俸が腹水中に遊離するからである

事が前述の各像にても充牙理解され得る。

蛋白質染色の為の昇京B-P-B法は，Maziaにより

1()53年に検討報告され，蛋白及それ等の Peptidに対し

て特異的に反応すると云われ，彼は Amoebaproteusに

応用して核の蛋白質濃度は原形質の合有する蛋白より多

いことを示すと云っているoGot，δ(1956）は本法を試みて

蛋白質染色に用いられる AJoxan・Schiff法よりも優秀で

( 64 ) 
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あり，肝組織枝、本に応用して原形質，核［と中等度の反応を

見，核小体を屡々蛋白質南波度合有を示す赤柴色を：呈す

ると述べているド私の完験に於ても核は原形質に比較し

て明瞭に強〈反応する事な認め，Jセ。免血て、原形質？こ多少

の変化の兄人れ之のは9 原形'tl代謝異常特に前述のRN

A代謝異常に平行じて質白合成の低下を示すものと推測

される。

結論

Toxψlasma gondzi" ~こ Sabin-Feldman’s Dye-testと

同様の扶作により A.f. 7):J｝免疫血清を作用せしめ，免

疫抗体の虫体に与える影秤に就いて納抱化学的検索を行

った。

1. RNAに於ては原形質の 好塩基性の消失に平衡し

て代謝異常が見られ，分解溶il-l1せる反応、を呈しだ。

2. DNAでは Feulgen陽性物質が原形質に屡々弱反

応を呈して出現した。之も咳に合まれる核蛋白の分解溶

LL1，による結果と忠われる。

3. フオスアアターぜ， グリコーゲンて は対照と差は

兄られなかった。

4.鍍銀により特有な虫体周辺の二条の強陽性物質を

認めた。その他種々の構造物質が見られた。対照， 免国［

に差はなかった。

5.虫体に蛋白質陽性反応を明瞭に認めた。その際原

形質rf:iの構造物質部分は陰性であった。之も同様に差は

見られなかった。

即：ち，色素試験の際，抗体の作用を受けた お1xoplas-

ma gondii ~辻原形質RNAの代謝異常を生 じ ， その為に

原形質の好塩基性は消失し庖基性メチレンプラウに対す

る親和性を失うものと忠われる。

稿を終るに臨み御懇篤なる御指導並びに御校聞を賜わ

りました松林教授，浅見助教授に深甚なる謝意を表しま

す。
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Summary 

An investigation was made into the morphology 

of Toxoplasma gondii which were treated beforehand 

with immune serum under the presence of the 

accessory factor according to Sabin-Feldman dye-

test. RNA reaction in the nucleus became much 

weaker in the serum-treated organisms than in 

the control. 

RNA reaction in untreated organisms was dis-

tinct in the cytoplasm, especially around the nuc・

leus and near the surface of the body. Several 

band-like structures were detected in the cyto・

plasm. A small RNA-positive granule was some-

times seen amidst the nucleus. In the organism 
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treated with immune serum, RNA-reaction was 

much weaker in general and neither the structure 

in the cytoplasm nor the positive granule in the 

nuclues was recognizable 

No definite difference was seen in the polysac-

charide reaction between the test and control 

organisms. The phosphatase reaction was quite 

indistinct both in test and control organisms and 

no di任erencewas seen between them. The silver 

impregnation technique did not reveal any diff 

erence in morphology between test and control 

organisms. But, this technique indicated several 

finer structures in the cytoplasm. Three dark 

staining lines run from the smaller pole of the 

body towards the ’center. Two run along each 
margin of the body and the third runs amidst 

the cytoplasm towards the nucleus. Many finer 

structures were seen in the cytoplasm of the 

dividing forms by this techniques. Protein stining 

was also tried. The reaction was, however, weak 

in general. Organisms treated with immune serum 

indicated weaker reaction than the untreated org-

amsロlS.
It was conjectured from these observation that 

Toxoρlasma gondii affected by immune serum be~ 
came to have some abnormalities in the RNA-

metabolism and this might be one of the reasons 

why the organisms lost their affinity to the alca-

line methylenblue staining in Sabin-Feldman dye 

test. 

間図説明

附図 I

1. DNA，腹水標本及び対照

2. DNA，免疫血清標本

3. RNA，腹水標本及び対照

4. RNA，免疫血清標本

5. Glykogen，腹水標本

6. ゲ 対照及び免疫血清標本

7. ブォ スブァ ターぜ． 腹水標本

8. ゲ 対照及び免疫血清標本

9. 昇米 B-P-B染色． 腹水桜本及び対照

10. ゲ 免疫血清標本

11.鍍銀染色．腹水標本．対照及び免疫血清標本
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附図 II

1. 鍍銀染色宿主細胞破潰後，ニ条の強陽性~＇I·~造

を示す

2.鍍銀染色．左方虫体に Crossの云う Cytosyle

を見る

3.鍍銀染色．宿主細胞内虫体の種 々相

4. ゲ 縦分裂像

5. ゲ Pulvertaftの 云う縦分裂による W

字形のニョの虫体

6. 昇禾 B-P-B法，遊離虫体蛋白質反応

7. f/ 宿主細胞の Rosette像




